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数値計算によるスプライトの生成過程と中層大気化学への影響の解明

Numerical modeling of sprites: energetics of sprites and their chemical effects on the
middle atmosphere
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雷放電で誘起される、中間圏発光現象スプライト内部で生起している電子衝突過程と化学反応過程を解明する

ために、現在我々は数値モデルの開発を行なっている。このモデルでは、電子－中性粒子間相互作用を従来のモデ

ルに比して厳密に扱うために、モンテカルロ計算コードを用いて励起、解離、イオン化率を計算する。さらに、こ

のモデルは紫外線による２次電子生成過程も考慮する。その理由は、中間圏では比較的衝突頻度が小さいために、

電子の衝突によるエネルギーロスが小さくなり、その結果、加速された電子によって作り出される紫外線の効果も

相対的に大きくなることが予想されるからである。この数値計算によって得られる電子の Non-Maxwellian エネル

ギー分布関数から、平均エネルギー（電子温度）が定義される。観測されたスプライト発光の窒素ファーストポジ

ティブとセカンドポジティブの強度比から、Maxwell 分布を仮定して、電子温度を推定する従来の方法について、

この結果を用いて、その問題点を厳密に議論する。

我々はまた、スプライト発生が大気に与える化学的影響を、開発したモデルを用いた数値シミュレーションに

よって明らかにした。モンテカルロ計算によって見積られる全生成イオンおよび原子の量を利用して、それを１次

元光化学モデルに代入することによって、各大気化学微量気体に与える擾乱の大きさを計算で求めた。特に、中間

圏オゾン化学に与える影響についての結果を議論する。


